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1. 調査の概要 

（１）調査の目的 

この調査は、本県への観光旅行者に対して各地区、各月ごとにアンケート調査を実施し、そ

の結果を集計、分析し、本県の観光客のニーズを明らかにした上で、観光マーケティングの有

益な資料を作成することを目的とする。 
 

（２）調査設計 

  ①調査対象 
それぞれの調査地点にいる観光客など。 

  ➁標本数 
計7,634件 

  ➂調査実施方法 
毎月1回、6地点に調査員を配置し、その場で聞きとり、または記入により回答を依頼した。 

  ➃調査実施期間 
平成21年8月～平成22年7月 

  ➄調査実施機関 
協同組合プランニングネットワーク東北 
 

（３） 調査地点及び地点別回収結果 

                                                                     （単位：件） 

地 点 標本数 有効回答数 うち県内客 うち県外客 

アスパム （青森市）   1,493 983 320 663 

弘前市立観光館 （弘前市）  1,263      1,023 343 680 

金木観光物産館マディニー （五所川原市）   1,217 1,152 333 819 

十和田湖休屋 （十和田市）   1,186 1,152 349 803 

横浜町道の駅菜の花プラザ （横浜町）   1,164 1,099 701 398 

八食センター （八戸市）  1,311 1,110 321 783 

全 数   7,634 6,519 2,373 4,146 

 
有効回答数：各調査地点の地元在住者を除く、本アンケート調査の有効回答者総数。 
      「有効回答数」＝「うち県内客」＋「うち県外客」 
うち県内客：各調査地点の地元在住者を除く青森県内在住の観光客数。 
うち県外客：各調査地点における青森県外在住の観光客数。 

 

 

 

 



（４） 調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

構 成 設 問 内 容 

移動手段など 
問 1 
問 2 
問 3 

出発地 
過去の来訪の有無 
交通機関 

旅行の内容 

問 4 
問 5 
問 6 
問 7 
問 8 
問 9 

旅行人数 
旅行形態 
旅の理由 
旅の目的 
旅の消費行動 
旅行期間 

イメージ 
問 10 
問 11 

青森県の印象 
青森県の有名人 



 

２．調査結果 

（１） 回答者の属性 

 ① 性別（県内・県外別） 
  県内客、県外客とも男性がやや多い 

  回答者の県内客は「男性」52.5％に対し「女性」が 47.4％、県外客は「男性」53.7％に対し「女

性」46.2％であった。県内客、県外客ともに男性がやや多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ➁年齢（県内・県外別） 
   県内客、県外客とも 40～50 代が多く、20～30 代がつづく 

 県内客は「40～50代」が 39.3％と最も多く、「20～30代」が 35.9％、「60～70代」が 20.2％

であった。県外客は「40～50代」が40.6％ともっとも多く、ついで「20～30代」が30.9％、「60

～70代」が26.1％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


